
日本ウマ科学会 2024年度 第 3回常任理事会議事録 

 

日 時：2024年 7月 26日（金）13：30～15：35 

場 所：日本装削蹄協会（JRA新橋分館 4階会議室） 

出席者： 青木  修   会長 

  田谷 一善  副会長 

高橋 敏之  副会長 

加藤 智弘  庶務担当常任理事 

半澤  惠   会計担当常任理事 

楠瀬  良   編集担当常任理事 

近藤 高志  学術担当常任理事 

平賀  敦   広報担当常任理事 

佐々木 直樹 臨床担当常任理事 

福田 健太郎 事務局長 

 

欠席者： 桑原 正貴  国際担当常任理事 

 

 

議題 

 

挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 青木 会長 

  

1．各賞選考委員会 

① 各賞選考委員会報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・楠瀬 常任理事 

② 功労賞選考委員会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤 常任理事 

2．第 37回学術集会について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・近藤 常任理事・事務局 

3． 認定馬臨床獣医師資格関連・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐々木 常任理事・事務局 

4． ICEEP12の開催準備進捗について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高橋 副会長 

5．その他 

 

  



議事概要： 

議題 1．各賞選考委員会 

⚫ 楠瀬常任理事より説明。学会賞・奨励賞については推薦なし。功労賞は 1名の推

薦あり。一同承認。これを受けて選考規程第 5 条に基づき、メールによる臨時理

事会を開催して受賞を正式決定させる旨、加藤常任理事より説明。 

 

議題 2．第 37回学術集会について 

⚫ 近藤常任理事より第 37回学術集会の概要および日程について説明。 

⚫ 今回の学術集会ではクレジット決済による事前の参加費徴収を行うが、懇親会

費は当日の現金支払いを受け付ける。JRA調査研究発表会参加者対策である。 

⚫ 文化芸術系イベントの内容は、長瀬画伯の講演会となる予定である。進行役が

楠瀬常任、コメンテイターが伯楽会の倉田先生となる予定。 

⚫ 今回の学術集会でも前回同様、一般非会員参加者に年会費免除の入会を認め

る方針である。昨年の非会員参加者については前回の常任理事会後に１名の新

規会員登録があっただけであった。非会員参加者の会員登録は学会開催前に

ほとんど済んでいたため、今回は開催当日に前回ほどの入会キャンペーンの告

知はしない予定。 

⚫ JES および Hippophile 編集委員会におけるアイペックへの管理費支出について

審議され、一同承認。 

⚫ 日程の中で学会賞及び奨励賞が受賞者なしとなったことで受賞講演の時間に空

きができた。この時間の活用を考慮し、功労賞受賞の小檜山先生に講演を打診

することとした。 

⚫ 臨床委員会招待講演はこれまで DVD 販売のために映像撮影を行っていたが、

権利の問題もあり今後は行わない。 

 

議題 3．認定馬臨床獣医師資格関連 

⚫ 昨年の更新作業において使用した個人情報書類の破棄について一同承認。今

後は規程あるいは様式に個人情報破棄に関する文言を追加する予定。 

⚫ 認定馬臨床獣医師専門医制度作成の進捗報告。国内の馬臨床獣医師の数や馬

医療に対するニーズを考慮すると、馬臨床のゼネラリストを育成して馬臨床獣医

師制度自体の底辺を拡大していくことでサステナブルな制度にしていくことを考え

ることが先決であり、時期尚早という意見が多数。 

⚫ 日本獣医師会は農水の許可を受けて専門医制度を作ろうとしている。そして獣医

師会がウマ科学会の制度を認定すれば自動的に日本の制度となる。例えば日

本獣医麻酔外科学会がやろうとしているのは「認定医制度」であり、「Diplomate」

ではない。本専門医制度が目指すのは「Diplomate」である、との佐々木常任理事

からの意見。 

⚫ 現在はあくまでも、タスクフォースにおける案作成の進捗を報告して各方面より意



見を集めている段階。今後の常任理事会において承認していただくことを目標と

している。 

⚫ 認定馬臨床獣医師の制度の中で「Diplomate」資格を設けたいという理念はあっ

てもよいが制度ありきの性急な制度作成にならないように注意しながらさらにプラ

ンニングを慎重に進める必要がある。臨床委員会内外におけるニーズを明確に

したうえで、次回の常任理事会で継続審議することとした。 

 

議題 4. ICEEP12の開催準備進捗について 

⚫ 委員の希望だった大規模な馬事公苑イベントは開催しない方向。 

⚫ 豪州のレーシングヴィクトリアからのスポンサー契約は ICEEP 本体と締結しても

らい、本大会ではロゴの表示やブースの提供を行う予定。 

⚫ 国際委員の視察は本年 10 月に実施予定。国際旅費と宿泊費は ICEEP 国際委

員会が負担する。 

 

議題 5. その他 

⚫ 前回の学術集会の企業展示は過去最高 23社の協賛により、過去最高額の企業

展示収入を得た。 

⚫ 国際交流支援事業関連で支援の方針がすでに決まっている東京大学 高橋謙

也助教については、すでに学会より帰国しており、先日報告書の提出をお願いし

たところである。 

 

 

（15:35終了） 


